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＊ 来週の予定 ＊

11/17 (月) 11/18 (火) 11/19 (水) 11/20 (木) 11/21 (金) 11/22 (土)

礼拝 土曜保育
きりんG
南ヶ丘小へ
散歩

響け歌声
inこひつじ

 ダビデ・サムエルチームだよりNO.31

♢秋の自然に親しみ、戸外での活動を楽しみながら寒さ

に負けない体を作る。

１１月主題 【神さまありがとう

・気づく】
神は愛です。

ヨハネによる福音書１４章１６節

♢公園や室内で自分の好きな遊びを存分に楽しもう。

（⿁ごっこ、サッカー、ブロック、お絵描き、ままごと

☆お知らせ☆

＊１９日（水）は収穫感謝祭を行います。

お家に収穫物（例：ご家庭で収穫されたもの、

ご親戚等から頂いた収穫物など…）があれば持っ

て来てくださると助かります。

＊今週の素敵な言葉エピソード＊

✩絵本コーナーでりすGのEくんが本を読んでいると、りすG

のKくんも同じ本が読みたかったのか本を横から取ろうとして、

引っ張り合いになっていました。その最中にKくんがEくんに

手を出してしまい保育者がKくんに手を出すことはいけないと

話をしていると、その様子を見ていたEくんが、「ごめんね。

Kくん。この本を見終わったら貸してあげるから」とK君を責

めることなく自分が読み終えるとすぐにKくんに絵本を貸して

あげていました。

✩給食後に布団を１人で敷いていたうさぎGのTちゃん。１人

で大変そうにしている様子を見て、うさぎGのKちゃんが、

「大丈夫？一緒に手伝おうか？」と声を掛け、最後まで２人

で布団を敷いていました。

子どもたち同士の関わりの中でもたくさん素敵な言葉が聞

かれて心が温かくなった場面でした♪

★ワクワクドキドキのキャンプ★

先週の金曜日から土曜日にかけて、きりんＧは電車に

乗って《ＹＭＣＡ阿蘇キャンプ場》へ行きました。乗る

前からワクワクしていた子どもたちでしたが、電車が目

の前に来ると、「はやい」「これに乗るの？」と大興奮

でした。

いざ電車に乗り、出発すると「大きい山が見える」

「トンネルだー！」など車窓から見える景色に釘付けの

子どもたちでした。そして何より、立野駅でのス

イッチバック、目的地とは逆に走る電車にビッ

クリ仰！次はどこの道を通るのか興味津々な子どもた
ちでした。

赤水駅に着くと、そこからは40分ほどの道のりをみん

なで歩きました。

田舎道や砂利道も多く、途中で「あと何分で着く？」

「疲れたー」という声も聞かれました。しかし、友だち

と声をかけ合いながらキャンプ場まで頑張って歩き切り

ました。

そして、キャンプ場になっていた柿の木を見つけると、

「これ取っていいの？」とキャンプ場リーダーに聞きな

がら、自分たちで見つけた柿を木に登って取る姿も見ら

れました。そして、食べてみるとおいしかったようで、

何度もとって楽しんでいました。

夜になると、夜空の下でみんなで星を見ました。空を

見上げると、たくさんの星があり、「いっぱいある」

「動いてる星がある！」と目を輝かせ、なんと衛星も見

ることが出来ました☆

みんなで星を見た後は、キャンプファイヤーをしまし

た。

キャンプファイヤーでは、火がつけられると歓声が上が

り、「あったかくなった」や「マシュマロ焼きたい」と

言う声も聞かれました。そして、みんなで手を繋いで賛

美歌などを歌い、心温まる夜を過ごしました。

キャンプファイヤーが終わり、みんなでお風呂に入り

ました。みんなで入るお風呂はとても楽しかったようで、

まだ上がりたくないと言いながらお風呂に浸かっていた

子どもたちでした。夜は、疲れていたようでぐっすり眠

りにつく子どもたちでした。

２日目は、朝からキャンプ場の周りを散策しました。

赤く染まったもみじの葉っぱやどんぐり、栗などを拾い

ながら「これお土産に持って帰ろう」と話す姿もありま

した。

その後は、キャンプでの思い出を振り返りながら、制作

に取り組み、木に色を付けてキーホルダーを作ったり、

「キャンプファイヤーが楽しかった」「みんなで電車に

乗ったのが楽しかった」などと自分の思い出に残ってい

ることを絵に描いていました。

阿蘇の自然の中で過ごした２日間。自分の事は自分で

しようとしたり、困っている友だちがいたら声を掛け

合ったりして、最後まで頑張った経験が、子どもたちの

自信にもつながったようです。そして、園でもうさぎ・

りすさんに楽しかったことをたくさん話していました。

その話を聞いて、来年、再来年を楽しみにしていました。

中村しずく


